
令 和 4 年 度  学 校 経 営 方 針     北九州市立若園小学校  校長  城 戸 祥 次 

  

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育目標具現化の努力点・具体的方策 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

【教科：確かな学力の向上・健やかな体の育成】  
○  基礎的・基本的の確実な定着を図る → 新学習指導要領の具現化 
・ 学習意欲の喚起と感動のある学習、協働的な学習 
・ 思考力・表現力・判断力の育成 ・わかっこチャレンジノートの活用 
・ 学習活動・学習形態・教材教具等の工夫・理科専科の活用 

○ 意図的、計画的な実践 → 年間指導計画の見直し、作成する。 
○ 主題研究・学力向上推進員を活用した、わかる授業の創造 
○ 新スポーツテストを全学年・全種目で実施する。 
【道徳：心の育ちの推進・道徳科】（教科書の効果的な活用等） 
○ 年間計画に沿って、計画的、継続的な指導を行う。 
・ 時数の確保及び指導方法の工夫改善に努める。 

【特別活動：よりよい生活や人間関係を築こうとする児童の育成】 
○ 個性の伸長と集団の一員である自覚を深め、協力してよりよい生活を 
しようとする自主的・実践的な態度の育成を図る。 

【総合的な学習の時間】（総合的な学習の時間の本質とコロナ禍を踏まえた単元の見直し） 
○ 地域の素材を活かした教材を開発し、子どもの生き方を考えさせる 教育計画を作成・実践する。 
【特別支援教育：子ども一人一人の教育的ニーズに応える】 
○ 一人一人に合った、効果的な特支学級と交流学級との連携を図る。 
○ 特支学級に限らず、通常学級の特別な支援を要する児童の実態を十分に把握し、一人一人の特性に応
じた適切な指導体制と指導計画に基づき、一人一人の特性に応じた指導に努める。 

○ 関係機関との連携を深め、一人一人の特性に応じた指導に努める。 
【外国語活動・外国語科】（外国語専科の活用） 
○ コミュニケーション活動の楽しさ、ALT等と連携した効果的な指導 

【人権教育：「学校教育における教育活動の基盤である。」という認識の 
もと、全教育課程の中で推進】 

○ 人権意識の高揚に努めるとともに、わかる授業の実践に努める。 
○ 自他の人権を守ろうとする意識・意欲・態度と実践力を結びつける。 

            → 「北九州市子どもつながりプログラム」を確実に実施する。 
○ 解推協等への計画的な参加をする。 

【生徒指導：危機管理の「さしすせそ」による対応】 
          「さ」最悪の事態を想定して   「し」慎重に  
          「す」素早く   「せ」誠意をもって   「そ」組織で 

○ いじめの早期発見に努め、職員の連携により早期解決を目指す。 
  →いじめアンケートやSCによる聞き取りを早期発見に生かす。 
○ 不登校児童に対し、職員の連携による問題解決に努める。 
○ 家庭や関係機関との綿密な連携を図る。 
○ 「１に２９、２９に３００」（ハインリッヒの法則）の危機管理意識の高揚 

【防災教育：主体的に行動する力の育成】 
○ 防災対応能力の基礎の定着を図る。 → 避難訓練、年３回の実施 
【学校図書館教育：読書好きな子どもの育成、シビックプライドの醸成】 
○ 学習センター・情報センター・心の居場所としての学校図書館の環境整備と読書活動の充実を図る。 
【食育：栄養教諭と連携した食に関する指導。望ましい食習慣の育成】 
○ 食に関する指導を計画的に実施。保護者への啓発のための取組も。 
【国際理解教育：「多文化共生の理念」の育成。『宇宙船地球号』】 
○ 自文化理解 地域のよさ、北九州のよさ、我が国のよさを実感させる。 
○ 異文化理解 ＡＬＴ等との積極的な関わりで異文化のよさを実感。共生観を。 

【学校経営の基盤】 

日本国憲法、教育基本法、学校教育法等の精神及び学習指導

要領の趣旨に基づいた教育を推進し、生きる力を育み心豊かな

人間性の育成を目指す教育を展開する。 

学校教育は生涯学習の基礎作りであるという認識に立ち、体

験的な学習や問題解決的な学習を重視しながら、一人一人に確

かな学力と自ら学ぶ意欲や態度が身に付くようにする。 

北九州市の学校教育の願いや令和3年度指導の重点及び「北

九州市子どもの未来をひらく教育プラン」「北九州市学力・体

力向上アクションプラン」及び自校「スクールプラン」をふ

まえ、子ども、保護者、地域の願いに応える教育を推進する。 

【目指す子ども像】「わかっこ あまがえる ＋１」 

あ ：  すすんで あいさつしよう 

ま ：  まじめに もくもく そうじをしよう 

が ：  あきらめずに がんばろう    ＋ 

え ：  えがおで なかよくしよう 

る ：  ルールやきまりをまもろう 

【目指す学校像・教職員像】 

○規律のある落ち着いた学校      ●学校のきまりを守らせ、学習規律を整える教職員 

○確かな学力・体力の向上を目指す学校 ●教育愛に燃え、授業力向上を目指す教職員 

○保護者や地域と連携し開かれた学校  ●保護者や地域と連携を惜しまない教職員 

○組織としての力を発揮する学校    ●報・連・相そして、確認まで組織で対応する教職員 

【具体的な子ども像】 ～凡事徹底～ 

広い心 ◎誰とでも仲良くする○協力して
仕事をする 
健やかな体 ◎健康、安全に気を付ける ○
正しい食生活を実行する ○運動に親しむ  
豊かな創造力 ◎しっかり聞く 
◎本に親しむ ◎家庭学習に取り組む  
○意欲的に学ぶ  
自律と公共の精神◎自分から気持ちの良い
挨拶をする ◎適切な言葉づかいをする 
◎黙って掃除をする ◎名札、はし、マスク
を忘れない ○時間を守る ○廊下を走ら
ない （「わかっこあまがえる ふり返りカード」の活用） 

【学校教育目標達成の環境づくり】 
① 支持的風土に支えられた学級づくり（学級集団づくり） 
② 地域に開かれた学校（学習参観、開放週間、学校評価等） 
③ 家庭との連携の充実（学級懇談会やＰＴＡ活動等への協力と参

加、積極的な連絡や助言） 
④ 地域の教育資源や教育力の有効活用 
⑤ 地域と連携した防災教育の実施 
⑥ 家庭や地域と連携した安全の確保（スクールヘルパー、ブック

ヘルパー、登下校安全指導、いっせいくんの活用） 
⑦ 情報の発信（学校ＨＰ、学校だより、学年・学級だより、家庭

訪問等） 

【教育活動の充実と規律ある学校生活づくり】 
① 子どもの心の居場所づくり（担任、学年主任、支援加配、生徒指導 

主任、養護教諭、等による密接な連携と取組） 
② 生徒指導の充実（共通理解と同一対応、早期発見と早期対応、危機

管理意識（サシスセソ）の高揚と問題事象への緊急対応） 
③ 清掃指導や給食指導の充実（子どもと心の交流の場） 
④ 小中一貫・連携教育の充実（企救中、北方小） 
⑤ 学習機会の拡充と学習内容の定着（意欲的に取り組む家庭学習の工夫、補

充・発展学習の工夫）、全国学調、北九州学調の活用 
⑥ 時代の変化に対応する資質や能力の育成（外国語活動、外国語科、

情報処理、主体的・能動的学習の育成） 

【本年度の重点目標】 

みんなで! みんなを!! 
（同じベクトルで、あったかいこども集団・職員集団を） 

 

【授業力向上と職員のチームワークづくり】 
① 全校体制で策定・実施・検証・改善のできるスクールプラ
ンの作成と推進 

② 主題研究の推進（主体的・対話的で、深い学びを目指して） 
③ 職員研修の充実（事務改善会議、体罰、飲酒運転、セクハ
ラ等 不祥事防止、業務改善研修、ＬＧＢＴの研修、学力・
体力向上推進員の活用）   

④ ワークラフバランスを大切にした職場（18時退勤を） 
⑤ 確かな手ごたえを実感できる研修の充実（人材育成の研修） 
・学年会の設定 ・若年研修の充実（教職経験6年未満） 
・小学校体育授業パワーアッププラン、１校１特色運動の活用 

学校教育目標「一人一人が生き生きと輝き、知・徳・体の調和のとれた自立した子どもの育成」 

自分の       目標 

めざせ!!ケロ王 

ケロ  


